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第８回 高知県 県・市町村国保事業運営検討協議会 概要

¡ 開催日時

令和５年３月 27日（月） 10 時 15 分開会、11時 30 分閉会

¡ 出席者

高知市副市長（高知市長の代理）、安芸市市民課長（安芸市長の代理）、須崎市市長、宿

毛市市長、香美市市長、田野町町長、土佐町町長、いの町町民課長（いの町長の代理）、

黒潮町町長、高知県国民健康保険団体連合会常務理事、高知県健康政策部副部長（高知

県健康政策部長の代理）

¡ 議題 保険料水準を統一することを目指した議論について

（主な意見）

１ 標準的な収納率として、高知市 98％、その他の市町村 99％の２区分を当面設定す

ることについて

¡ 市町村間の公平性の観点からは疑問が残る。

¡ 統一を目指す議論の中で、標準収納率についても当然同じ率であるべき。

¡ 高知市は規模が大きく、被保険者の状況を把握しきれない面もあるので、２区分

に分ける設定は理解できる。

¡ 現在の状況を考慮して当面の間は２区分としても、早い段階で統一するべき。

¡ 各市町村の収納率が低い原因をはっきりさせることが重要。

¡ 現実的な標準収納率で統一を行い、全団体で収納率の維持向上に努め、毎年度、

取り組み状況を確認し、令和 12 年度の完全統一に向け全体で取り組んでいくべ

き。

→▼保険料水準の統一を目指すので、標準収納率も統一されたものを設定すること

が望ましい。一方で、現状、高知市の現年収納率については厳しい状況にあるた

め、まずは、高知市を 98％、その他の市町村を 99％として、当面設定すること

を検討している。当然、統一すべきものであるので、高知市においては収納率向

上の取り組みのギアを一段と上げていただいて 99％を目指していただきたい。

２ 保険料方針について

¡ 住民に今後、保険料がどうなっていくかを説明することは必要だと思うが、示さ

れたことによって不安になる方もいるかもしれない。各市町村の意見を聞きな

がら、しっかりとした説明の仕方も考えた上で作成していただきたい。

¡ 令和 12 年度までの推計を基に策定するとしている。長期の推計は誤差が生じや
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すく、市民の不安をあおることになりかねない。数値の取扱については十分注意

をして欲しい。

→▼推計については、変動要素があろうかと思うので、適宜、見直しをしたい。

３ 医療費適正化について

¡ 医療費適正化は、効果の発現までに時間を要するが、保険料負担の抑制策のなか

で最も重要。来年度から実施する医療費分析についても、可能な限り早期の効果

の発現につなげるようお願いしたい。

¡ 医療費分析は、県東部の医療費が高い原因がわかると思うので期待している。

¡ データヘルス計画をどれだけ実効性のあるものにできるか、市町村の合意を取

って早急に実施し、原因をしっかり見定めて欲しい。

¡ 県版データヘルス計画は、医療費適正化の取り組みとして有効と思う。一方で人

員体制に課題がある。小さい団体だと業務の負担が増えることを懸念している。

¡ どの市町村も保健事業の司令塔になる保健師の確保ができない。保健師が確保

できなかった場合のサポートも考えて欲しい。

→▼医療費分析には色々な側面がある。例えば、地域の健康課題や医療資源も関係し

てくるので幅広に分析していきたい。

→▼例えば、糖尿病性腎症の予防に３年ほどモデル的に取り組み、透析のタイミング

を５年ほど遅らせることが可能ではないかということが見えてきた。患者の QOL

向上のためもあるが、５年間遅らせることにより約 2,000 万円医療費を削減す

ることができる。

→▼人員体制に関しては、通常時から福祉保健所が助力をしているが、もっとできな

いか持ち帰って検討したい。

４ 医療提供体制について

¡ 病床の提供に関して、高幡地域は需要数に比して病床が少ない。これをどのよう

にバランスを取っていくか、病床確保をどのようにしていくかにもスポットを

当てていただきたい。

¡ 宿毛市は県内で唯一、有人離島を持っている。これに関連するが、医療格差があ

ってはならないと考える。医療を受ける環境が整っているところと医療を受け

にくい環境で生活されている方の両方がいる。全員が同一の保険料を払うとい

うことなので、その点の考慮も引き続きお願いする。
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→▼県では来年度、医療計画を改定する予定。病床の提供に関しては、県としても中

央以外は維持あるいは充実の方向性で検討することになっている。

→▼宿毛市の沖の島、鵜来島の医療環境については、引き続き取り組んでいきたい。

５ 広報について

¡ 保険料水準統一について議会と話をしたときに逐一進捗を報告するように約束

をしている。例えば、第一段階として７月～８月に保険料水準統一の必要性、理

念、目標年度を広報すると思うが、広報が出る前に自分たちが議会に進捗報告と

いう形で示したい。

→▼幹事会等の市町村との協議の場で、事前にどういった形で広報を行うかお知ら

せしていきたい。


